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①【壁量充足型】による耐震改修工事をお考えの方へ
横浜市建築局建築防災課

横浜市では、【精密診断型】 【一般診断型】 【壁量充足型】の３種類の方法による耐震改修工事を補助対象としています。所有者の費用負担をできる限りおさえることを目的に、平成29年４月から【一般診断型】 【壁量充足型】を追加しました。これらはいずれも国の基準による方法で、以下のような特徴があります。
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②　　　　　　　様邸の調査結果について

調査を担当した設計者
〈法律に基づく調査項目（建築基準法施行令）〉　　　　（代表となる設計者）：　　　　　　　　　　　

・構造部材の耐久 (第37条)　　　　　・基礎 (第38条)　　　　　　　　・屋根ふき材等の緊結 (第39条)
・適用の範囲 (第40条)　　　　　　　・木材 (第41条)　　　　　　　　・土台及び基礎 (第42条)
・柱の小径 (第43条)　　　　　　　　・はり等の横架材 (第44条)　　　・筋かい (第45条)
・構造耐力上主要な部分である継手又は仕口 (第47条)　　　　・外壁内部等の防腐措置等 (第49条)

	〈上記各条項への適合〉
■適合　□不適合
	〈調査結果に関する所見〉



	〈今回の設計方針〉







①及び②について、設計者から説明を受けました。
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